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東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
は
、
城
壁

の
よ
う
な
堤
防
を
破
壊
し
、
集
落
ま
で
も

飲
み
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
今
更
な
が

ら
自
然
の
力
に
驚
く
と
と
も
に
、
人
も
ほ

か
の
動
物
と
同
じ
く
自
然
の
中
で
し
か
生

き
ら
れ
な
い
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。津
波
で
飲
み
込
ま
れ
、が
れ
き
と
な
っ

た
漂
流
物
は
、
北
太
平
洋
海
流
に
よ
っ
て

東
へ
と
運
ば
れ
て
い
ま
す
。
海
流
は
巨
大

な
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
の
ご
と
く
、
あ
ら

ゆ
る
浮
遊
物
を
運
ん
で
い
る
の
で
す
。

　

日
本
列
島
沿
い
に
も
大
き
な
海
流
が
あ

り
ま
す
。
世
界
の
二
大
暖
流
の
ひ
と
つ
で

あ
る
黒
潮
は
、
熱
帯
の
海
域
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
を
運
び
、
そ
の
一
部
は
日
本
の

海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。
熱
帯
や
亜

熱
帯
の
海
域
に
生
息
し
、
浮
遊
生
活
を
す

る
生
物
は
、黒
潮
に
よ
っ
て
運
ば
れ
ま
す
。

黒
潮
が
枝
分
か
れ
し
た
対
馬
暖
流
に
よ

り
、
ギ
ン
カ
ク
ラ
ゲ
な
ど
の
よ
う
に
北
海

道
ま
で
運
ば
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

強
風
翌
日
の
砂
浜
が
観
察
日
和

　

遠
く
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
漂
着
生
物
を

探
す
コ
ツ
は
、
漂
着
物
の
中
に
、
海
底
火

山
の
噴
出
物
と
考
え
ら
れ
る
軽
石
、
外
国

製
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
使
い
捨
て
ラ
イ

タ
ー
な
ど
、
外
洋
か
ら
流
れ
て
き
た
も
の

が
あ
る
か
ど
う
か
を
見
ま
す
。

　

ど
ん
な
海
岸
に
流
れ
着
き
や
す
い
か
も

観
察
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
砂
浜
は
砂
が

堆
積
し
や
す
い
の
と
同
じ
く
、
漂
着
物
も

打
ち
上
げ
ら
れ
や
す
い
海
岸
で
す
。一
方
、

磯
な
ど
は
侵
食
さ
れ
る
海
岸
で
漂
着
物
が

少
な
め
で
す
。
沿
岸
流
が
変
化
す
る
海
岸

も
観
察
に
適
し
た
場
所
。
岬
や
、
単
調
な

長
い
砂
浜
の
両
端
は
沿
岸
流
が
変
わ
り
や

す
い
の
で
、
ぜ
ひ
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

漂
着
生
物
は
年
間
を
通
し
て
見
ら
れ
ま

す
が
、日
本
海
側
で
は
冬
の
季
節
風
が
吹

く
時
期
に
、太
平
洋
側
は
台
風
の
後
な
ど

に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。日
本
海
側
で
は
ハ

リ
セ
ン
ボ
ン
の
よ
う
に
、冬
に
海
水
温
が

低
下
す
る
と
死
亡
し
て
季
節
風
に
吹
き
寄

せ
ら
れ
て
漂
着
す
る
亜
熱
帯
性
の
魚
類
な

ど
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、し
ば
し
ば
集
団
で

浮
遊
す
る
動
物
が
一
度
に
多
量
に
流
れ
着

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。カ
ツ
オ
ノ
エ
ボ
シ
、

ル
リ
ガ
イ
な
ど
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で

す
。大
き
さ
と
数
を
調
べ
る
と
、
集
団
の

構
造
が
分
か
り
ま
す
。
例
え
ば
大
小
２
グ

ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
場
合
は
2
世
代
の

集
団
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　

熱
帯
植
物
の
果
実
や
種
子
も
流
れ
て
き

ま
す
。
こ
れ
ら
の
植
物
は
海
流
で
生
育
地

が
拡
が
る
、
海
流
散
布
植
物
で
す
。
果
実

や
種
子
は
い
つ
ま
で
も
浮
き
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
繊
維
質
や
コ
ル
ク
質
の
果
皮
で

覆
わ
れ
て
い
た
り
、
種
皮
が
硬
く
、
中
が

空
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
構

造
を
調
べ
る
の
も
面
白
い
で
し
ょ
う
。

海辺の自然観察といえば夏をイメージするかもし
れませんが、漂着物探しは一年中楽しめます。特
に日本海側では、冬がおすすめ。さまざまな漂着
物のうち、今回は漂着する生きものの観察につい
て紹介します。

中
なか

西
にし

弘
ひろ

樹
き

長崎大学教育学部教授・
漂着物学会会長

漂着生物を探しに
浜を歩いてみよう

南からの漂着物が
よく見られるところ

黒潮

北太平洋海流

親
潮

対馬
暖流

西ほど
漂着物が
多い

太平洋側の
北海道・東北は
主に海藻など。
南からの漂着物
が少ない

日本海側は
北西の季節風で
吹き寄せられるので
比較的冬に
漂着物が多い

日本海側の
北海道は

南からの漂着物が
秋口に到着

全国的に
風速10m以上の日の
翌日が漂着物を
見つけやすい

対馬暖流
夏～秋に
勢いが強い

冬の
季節風

と と の関係海流 風 漂着物海流 風 漂着物

鯨浜（長崎県）に大
量に打ちあがったク
リイロカメガイ。世
界の熱帯から温帯海
域に浮遊生活をす
る。殻の長さは約７
mm、しばしば海面
が赤茶色になるほど
多量に漂流する。

7mm
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青もの３兄弟
クラゲの仲間。こ
の3種はいずれも
暖かい海で繁殖し
ていて、しばしば
多量に漂着してい
ることがある。体
色は、青味がかっ
た色。海の中では
保護色となってい
ると考えられる。
触手に毒があるの
で、漂着したばか
りのものには触ら
ない。

南からの漂着物が
よく見られるところ

黒潮

北太平洋海流

親
潮

対馬
暖流

西ほど
漂着物が
多い

太平洋側の
北海道・東北は
主に海藻など。
南からの漂着物
が少ない

日本海側は
北西の季節風で
吹き寄せられるので
比較的冬に
漂着物が多い

日本海側の
北海道は

南からの漂着物が
秋口に到着

全国的に
風速10m以上の日の
翌日が漂着物を
見つけやすい

対馬暖流
夏～秋に
勢いが強い

冬の
季節風

と と の関係海流 風 漂着物海流 風 漂着物

カツオノエボシ
多くの個体が集まってひとつの体
（群体）をつくる生物として知られ
る。本体の上面には数cmの半透明
で烏帽子形の浮きぶくろ（浮嚢）を
持ち、その下に20cmほど青紫色
の群体が管状に垂れる。

カツオノカンムリ
大きいもので長径５cmほどの楕円
形の本体の上に三角体と呼ばれる
薄い半透明の帆をたてた形をして
いる。この帆に風を受けて水面を
ウインドサーフィンのように移動
するものと思われる。

ルリガイ
漂着したばかりだと、ピンクがかった泡を
出している。泡（浮嚢）にぶらさがって浮
遊生活をしている。しばしば多量に漂着。

アワを吹く浮遊貝

アオイガイ
薄いプラスチックの
ような殻を持ち、大
きさは2㎝から20㎝
ぐらいの大きなもの
まで、さまざま。打
ち上がったものはた
いていどこか壊れて
いる。生きている時
は、殻を自分で修理
しているようで、殻
をよく見ると修理し
た跡があるものがあ
る。

モダマ（マメ科）

贈り物と贈り主を線で結ぼう。答えは43ページをご覧ください。

モモタマナ（シクンシ科）

黒潮からの贈り物。贈り主は誰？

ギンカクラゲ
直径3cmほどの円盤状で、周囲に
青紫色の糸状の感触体が取り巻い
ている。多量に漂着し、波打ち際
近くが青色に見えることがある。
漂着して時間が経つと、円盤状の
本体だけになる。

ゴバンノアシ（サガリバナ科）

Ａ

Ｂ

Ｃ

トラザメの卵
らん

殻
かく

中に1個の卵が入
っており「人魚の
財布」と呼ばれて
いる。漂着したも
のは多くがすでに
孵化しており、空
（殻？）の財布。

人魚の財布

自然を守って60年　日本自然保護協会（NACS-J）会員募集中！
NACS-Jについてのお問い合わせは　TEL：03-3553-4101  Eメール：nature@nacsj.or.jp
このページは、筆者の方に教育用のコピー配布をご了解いただいております（商用利用不可）。カラーページは、ＮＡＣＳ-Ｊウェブサイト
のhttp://www.nacsj.or.jp/katsudo/kansatsu/からPDFファイルがダウンロードできます。自然観察会などでご活用ください。

Q 殻を持つタコ・イカの仲間
（頭足類）

浮嚢（ふのう）

見つけてみたい漂着生物

9cm

5cm
3cm

4cm

20cm

４
㎝

10cm
6cm

6c
m

大きさの目安
もっと小さいものが見つかることもあ
るが、大きめのものに合わせて記載。




